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町 名 を 十 勝 清 水 町 に 変 更 す る こ と に 関 す
る 住 民 投 票 条 例 の 制 定 に つ い て を 否 決

議案第34号

第　４　回　定　例　議　会　（6/11） 山
本

田
村

只
野

川
上

中
河

鈴
木

橋
本

桜
井

佐
藤

西
山

中
島

深
沼

山
下 議決結果

町名を十勝清水町に変更することに関す
る住民投票条例の制定について（修正案
及び原案）

× × × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○ 裁決
（×） 否決

委員長の深沼委員は採決に加わらない　○：賛成　×：反対

本 会 議 の 賛 否

否否 決決

　第３回臨時会（5月28日開会）に提出された「町名を十勝清水町に変更することに関する住民投票条例の制定について」（議
案第34号）は、議長を除く12名で構成する町名を十勝清水町に変更することに関する住民投票条例審査特別委員会（深沼
達生委員長）に付託され、6月2日に審査を行った。特別委員会では活発な質疑が行われ（４ページ掲載）、採決の結果否決
と決定した。（各委員の賛否は下記のとおり）
　第４回定例会（6月11日開会）では、特別委員会の審査報告後、鈴木孝寿議員及び佐藤幸一議員から提出された修正動議
について採決を行った結果、可否同数となり、地方自治法第116条第１項の規定に基づき議長裁決の結果、修正案は否決は否決と
なった。続いて原案について採決を行った結果、可否同数となり、議長裁決の結果、原案も否決となった。

本修正案は、住民投票条例の施行期日を令和８年 11 月１日に改めるものである。町名変更は

本町の将来に関わる重要な政策であり、住民投票はまちづくり基本条例に基づき、町民が十分

な情報を得た上で自ら判断する機会を保障するための制度である。特別委員会では説明不足と

の指摘があったことから、本修正案では施行期日を延長し、その間に中高生や外国人住民への

情報提供の充実、町民同士の議論を深める環境づくりを進めることを提案した。修正案は住民投票を先送りす

るものではなく、町民参加の質を高め、より納得した判断ができる環境を整えることを目的とするものであり、

町民の意思を尊重する手続を充実させるための提案である。（一部抜粋）

修正動議提案理由の説明

鈴

木 孝 寿 議員
特　別　委　員　会　（6/2） 山

本
田
村

只
野

川
上

中
河

鈴
木

橋
本

桜
井

佐
藤

西
山

中
島

深
沼 議決結果

町名を十勝清水町に変更することに関す
る住民投票条例の制定について × × × ○ × ○ × ○ ○ × ○ 否決

委 員 会 の 賛 否

可否同数の場合、議長裁決となる　○：賛成　×：反対
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討論
　討論とは、議会の会議において、表決の前に議題となっている
案件に対し、賛成か反対かの自己の意見を表明することを言いま
す。その討論の内容も踏まえて、採決に進みます。

施行期日の延期では、投票率
や成立要件を設けないという
根本的課題は解消しない。十
分な合意形成を図る制度とす
べきであり、明確な基準を条
例に定める必要があることか
ら、原案及び修正案に反対す
る。

反
対

田
村 幸紀議員

本条例及び修正案は町名変更
を決定するものではなく、民
意を表明する機会を保障する
ための手続である。まちづく
り基本条例の理念に基づき、
最終的な判断は町民に委ねる
べきと考え、修正案に賛成す
る。

修
正
案
賛
成

桜
井 崇裕 議

員

住民投票や町名変更自体を否
定するものではないが、経費
や効果に関する情報提供、住
民理解や議論が十分とは言え
ず、投票率や手続にも課題が
残る。慎重な議論を重ねるべ
きとして、原案及び修正案に
反対する。

反
対

橋
本 晃明 議員

本案は町名変更の賛否を決め
るものではなく、民意を表明
する機会を保障するためのも
のである。議会制民主主義を
補完する住民投票の意義を尊
重し、町民の声を広く町政に
反映させるため、修正案に賛
成する。

川
上 均議員

物価高騰などで町民生活や地
域産業が厳しい現状を踏まえ
れば、町民生活への支援を優
先すべきである。町名変更は
機運が十分に高まった段階で
実施すべきと考え、原案及び
修正案に反対する。

反
対

中

河つ る 子 議

員

町名変更や住民投票の意義は
認めるものの、中学生を対象
とする妥当性や住民への説
明・理解が十分とは言えず、
住民が納得して判断できる環
境が整っていないことから、
時期尚早として原案及び修正
案に反対する。

反
対

山
本奈 央 議

員

町民との対話や情報提供、意
見反映が十分とは言えず、中
高生からも慎重な対応を求め
る声が寄せられている。まち
づくり基本条例の理念に基づ
き、さらなる議論が必要とし
て原案及び修正案に反対す
る。

反
対

西
山 輝 和 議

員

議案第34号修正動議提案説明および
討論の議会中継はこちらから→

議員は住民の代弁者である
とともに説明責任も担って
いる。住民投票は町民の意
思を把握する大切な機会で
あり、その結果を踏まえて
今後の議論を進めるべきと
して、修正案に賛成する。

中
島 里 司議員

修
正
案
賛
成

修
正
案
賛
成
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問

こ ん な 質 疑 が あ り ま し た。

問 住民投票の実施にあたり、町として最も重視することは何か。

答
町として最も重視しているのは、町名変更の是非についてできるだけ多くの住民の意思を確
認することである。そのため、公平・公正な投票環境を整え、中学生や外国人住民を含む幅
広い住民の参加を促し、示された結果を尊重して今後の町の判断に活かしていきたいと考え
ている。

公平性や中立性、透明性をどのように担保していくのか。

答

町名を十勝清水町に変更することに町名を十勝清水町に変更することに
関する住民投票条例審査関する住民投票条例審査特別委員会特別委員会

問 公平性や中立性、透明性をどのように担保していくのか。

答
町の考えをまとめた資料を改めて住民へ配布し、判断に必要な情報を提供する。一方で、賛
成や反対を促すような投票誘導につながる情報発信は慎重に対応し、公平性・中立性・透明
性の確保に努めるとともに、選挙管理委員会と連携しながら適正に進める。

問

答
パブリックコメントでは６件（人数は７人）の賛否を含む意見が寄せられ、町名変更は慎重
に進めるべきとの声もあった。内容を精査した結果、さらなる説明や情報提供は必要と認識
したものの、条例案を修正するまでには至らないと判断し、今回提案した。

住民の意思を確認する手段として行ったパブリックコメントでは、住民から出た意見をどの
ように整理したか伺う。

問

答
投票要件を設けて、達しなかったときに結果を公表しないということは避けるべきであり、
投票した人の意思は尊重したいと考えている。棄権や白票は仮定の話であり、投票しない人
を減らすため周知に努め、町民一人ひとりが町の将来を自分ごととして考え、投票に参加し
てもらえるよう取り組む。

町長が民意として尊重するのは投票した人だけの意思なのか。投票できなかった人を含めた
声なき声も踏まえ、真の民意を反映するため住民投票の方法やルールを見直す考えはないか。

※質疑の全容は、議事録が完成次第ホームページで公開します。

問

答十分な議論は重要としつつも、町名変更の議論を半年、１年と先延ばしにすべきではな
く、住民や社会の関心が高まっている今が判断すべき時期であると考える。

住民投票について時期尚早との意見もあるが、延期しても理解や機運の醸成につながる
とは限らない中、町長が考える住民投票を行う時期についての考えを伺う。
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６月
定例会 　令和８年第４回定例会は、６月11日から19日までの

　９日間の会期で開かれました。 ６月定例会の流れ

01

初日（6/11）
条例制定（特別委員
会報告 / 否決）、補正
予算（原案可決）、請
願（各委員会に付託）

委員会審査報告
（6/16・17）

一般質問
（6/16・17）

５名10項目の質問
（関連記事　8ペー

ジから13ページ）

総務産業常任委員会
（6/11・16日）

厚生文教常任委員会
（6/11・16日）

付託された案件等を
審査

02 04
本
会
議

03

最終日（6/19）
条例改正（原案可決）、
補正予算（原案可決）、
物品の取得（原案可決）、
固定資産評価審査委員
会委員の選任（同意）、
農業委員会委員の任命（同
意）、意見書（原案可決）

本
会
議

本
会
議

委
員
会

件 　　　名 提　出　者 審査委員会  委員会
結果

本会議での
結果と措置

2027 年度地方財政の充実・強化
に関する請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会　会長　安田　史樹 総務産業 採　択 採　択

意見書を提出

令和８年度北海道最低賃金改正
等に関する請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会　会長　安田　史樹 総務産業 採　択 採　択

意見書を提出

義務教育費国庫負担制度堅持・
負担率２分の１への復元など教
育予算拡充とゆたかな学びを求
める請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会　会長　安田　史樹 厚生文教 採　択 採　択

意見書を提出

道教委「これからの高校づくり
に関する指針」（改訂版）を見
直し、すべての子どもにゆたか
な学びを保障する高校教育を求
める請願

日本労働組合総連合会北海道連合会
清水地区連合会　会長　安田　史樹 厚生文教 採　択 採　択

意見書を提出

人 事 案 件

議案第52号　● 固定資産評価審査委員会委員の選任について

小竹 浩之さんを固定資産評価審査委員会委員に選任（再）したい旨の町長提案があり、議
会は同意しました。

小竹 浩之 さん

議案第53～69号　●農業委員会委員の任命について

農業委員の任期満了に伴い、次期農業委員の任命に同意を求める町長提案があり、議会は
17名全員の任命に同意しました。

辞令交付の様子

杉山 隆治 さん　西山 光徳 さん　上谷 康晴 さん　高田 秀昭 さん　安曇 寿也 さん　口田 靖明 さん　　

藤田 卓芳 さん　藤井 　稔 さん　 新居 朱美 さん　森田 哲也 さん　岡谷内 敏実 さん　石川 泰雄 さん

丸山 尊裕 さん　玉井 美和 さん　上出 英幹 さん　關  弘正さん　堀  勝利 さん
（議案順）

請 願 審 査
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第３回臨時会
（令和８年５月）審議結果

件名 審議結果

議案第30号 専決処分の承認を求めることについて［町税条例の一部を改正する条例］ 承認

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて［清水町国民健康保険税条例の一部を改正する条例］ 承認

議案第32号 専決処分の承認を求めることについて［令和７年度清水町一般会計補正予算（第14号）］ 承認

議案第33号 　専決処分の承認を求めることについて［令和７年清水町国民健康保険特別会計補正予算
　（第６号）］　 承認

議案第34号 　町名を十勝清水町に変更することに関する住民投票条例の制定について
特別委員会へ

付託

議案第35号 　令和８年度清水町一般会計補正予算（第１号）の設定について 原案可決

議案第36号 　工事請負契約の締結について［美蔓西 22 線道路舗装改修工事］ 原案可決

議案第37号 　工事請負契約の締結について［御影南３線道路舗装改修工事］ 原案可決

議案第38号 　工事請負契約の締結について［御影３丁目西道路改修工事（第１工区）］ 原案可決

議案第39号 　工事請負契約の締結について［御影３丁目西道路改修工事（第２工区）］ 原案可決

議案第40号 　工事請負契約の締結について［羽帯第三跨道橋橋梁修繕工事］ 原案可決

議案第41号 　物品の取得について［清水町清水消防団１号車（普通消防ポンプ自動車ＣＤ－Ⅱ型）］ 原案可決

議案第42号 　物品の取得について［除雪作業車両（除雪専用車７ｔ）］ 原案可決

議案第43号 　物品の取得について［除雪作業車両（小型ロータリー除雪車）］ 原案可決

議案第44号 　物品の取得について［町民バス（45 人乗）］ 原案可決

審 果結議

　討論とは、議会の会議において、表決の前に議題となっている案件に対し、賛成か反対かの自己の意見を表明
することを言います。その討論の内容も踏まえて、採決に進みます。

討  論

● 令和８年度清水町一般会計補正予算（第１号）の設定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第３回臨時会）議案第35号に対して討論がありました

オーガニックビレッジ宣言に向けた取
り組みについて、町民や農業者への理
解・周知が十分とは言えないが、多様
な農法との共生と関係機関との連携を
図り、町全体の取り組みとなることを
期待し賛成する。

賛
成

山本　奈央　議員

令 和 ８ 年 第 ３ 回 臨 時 会
5 月 28 日

令 和 ８ 年 第 ３ 回 臨 時 会
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件名 審議結果

議案第34号 町名を十勝清水町に変更することに関する住民投票条例の制定について（審査報告） 修正案：否決
原案：否決

議案第45号 財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決

議案第46号 令和８年度清水町一般会計補正予算（第２号）の設定について 原案可決

議案第47号 令和８年度清水町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）の設定について 原案可決

議案第48号 　令和８年度清水町後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）の設定について 原案可決

請願第49号 　令和８年度清水町介護保険特別会計補正予算（第１号）の設定について 原案可決

議案第50号 　令和８年度清水町水道事業会計補正予算（第１号）の設定について 原案可決

議案第51号 　令和８年度清水町下水道事業会計補正予算（第１号）の設定について 原案可決

議案第52号 　清水町固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意

議案第53号～
議案第69号 　清水町農業委員会委員の任命について 同意

議案第70号 　物品の取得について［総合行政システム機器及び行政事務用パソコン］ 原案可決

議案第71号 　令和８年度清水町一般会計補正予算（第３号）の設定について 原案可決

請願第22号 　2027 年度地方財政の充実・強化に関する請願（総務産業常任委員会へ付託） 採択

請願第23号 　令和８年度北海道最低賃金改正等に関する請願（総務産業常任委員会へ付託） 採択

請願第24号 　義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元など教育予算拡充とゆたかな学びを
　求める請願　（厚生文教常任委員会へ付託） 採択

請願第25号 　道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改訂版）を見直し、すべての子どもにゆたか
　な学びを保障する高校教育を求める請願（厚生文教常任委員会へ付託） 採択

意見案第2号 　2027 年度地方財政の充実・強化に関する意見書について 原案可決

意見案第3号 　令和８年度北海道最低賃金改正等に関する意見書について 原案可決

意見案第4号 　義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元など教育予算拡充とゆたかな学びを
　求める意見書について　 原案可決

意見案第5号 　道教委「これからの高校づくりに関する指針」（改訂版）を見直し、すべての子どもにゆたか
　な学びを保障する高校教育を求める意見書について 原案可決

意見案第6号 　ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書
　について 原案可決

第４回定例会
（令和８年６月） 審議結果

令 和 ８ 年 第 ４ 回 定 例 会
６ 月 11 日 ～ 19 日

令 和 ８ 年 第 ４ 回 定 例 会

件　　　名 山
本

田
村

只
野

川
上

中
河

鈴
木

橋
本

桜
井

佐
藤

西
山

中
島

深
沼

山
下

議決
結果

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復元など教育予算
拡充とゆたかな学びを求める請願（請願第24号）

○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択

町名を十勝清水町に変更することに関する住民投票条例の制定につい
て（議案第34号）

× × × ○ × ○ × ○ ○ × ○ ○
裁決

（×）否決

財産の交換、譲与、無償貸付等に関する条例の一部を改正する条例の
制定について（議案第45号）

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
原案
可決

可否同数の場合、議長裁決となる　○：賛成　×：反対賛否が分かれた議件
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を 問 う ！町 政 一 般 質 問

６月定例会では、５人の議員が10項目にわたり一般質問を行いました。

※１議員最大３項目まで掲載、質問と答弁は要約し掲載しています。

　一般質問の全文はホームページでご覧いただけます。（６月定例会の内容は９月末に掲載予定です）

一般質問とは、議員が町政全般に関して、
執行機関（町長や行政委員会）にその執行
の状況や将来の方針、住民生活に密接に係
わる事項等について質問をすることをいい
ます。　
　清水町議会では１人の質問時間を答弁も
含めて90分以内としています。

一般質問

只野 敏彦　議員　　９ページ

１ 　地域医療を支えるための手立
ては

２　住宅系補助金を増額する考え
　は

鈴木 孝寿　議員 　   11ページ

１ 　公共施設の将来構想と施設集
約の考えは

２　人口減少時代における本町の
　将来戦略は

川上　 均　議員　　13ページ

１ 　合同墓アンケート調査の今後
のスケジュールを問う

２　町職員の定年退職者の再任用
　及び65歳以降の再雇用の考え
　を問う
３　新くりりんセンター建設工事
　における負担金の見通しを問う
４　会計年度任用職員活用の考え
　を問う

山本 奈央　議員　　10ページ

１ 　安心して暮らし続けるため
の切れ目のない支援体制の考
え方は

中河 つる子　議員 　   12ページ

１ 　行政のデジタル化の開始に伴
い、町民の個人情報は守れるの
か

各議員のページにある「QR コード」を読み込むと、
それぞれ一般質問のやり取り（YouTube 映像）
をご覧になれます。
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最
近
の
病
院
経
営

は
赤
字
の
病
院
が

過
半
数
以
上
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

昨
年
の
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
の
所
管
事
務
調
査
で
清

水
赤
十
字
病
院
に
伺
っ
た

際
、
町
か
ら
１
億
円
の
補
助

を
受
け
て
い
る
が
、
経
営
は

苦
し
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
函
館
赤
十
字

病
院
閉
院
の
検
討
の
ニ
ュ
ー

ス
や
浦
河
赤
十
字
病
院
が
浦

河
町
に
４
億
円
の
財
政
支
援

を
要
請
し
た
と
い
う
ニ
ュ
ー

ス
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
、
今
か
ら
で
も
手

だ
て
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

ま
た
、
町
内
の
他
の
病
院

問

地域医療を支えるための手立ては

医療機関のニーズを把握しながら地域医
療の充実に繋がる支援を研究していく町長

（
１
）
今
後
も

各
医
療
機
関

と
の
意
見
交
換
を
継
続
し
な

が
ら
地
域
医
療
の
維
持
に
必

要
な
支
援
に
つ
い
て
検
討
す

る
と
と
も
に
、
既
存
制
度
の

見
直
し
や
充
実
に
つ
い
て
も

研
究
し
て
い
く
。

（
２
）
補
助
金
の
考
え
方
に

つ
い
て
は
、
医
師
や
看
護
師

の
確
保
も
含
め
、
医
療
機
関

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら

地
域
医
療
の
充
実
に
繋
が
る

支
援
策
を
研
究
し
て
い
く
。

町
長

只野議員の
一般質問全編

経
済
情
勢
や
住
宅
着
工
件
数
な
ど
の
動
向
を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら

検
討
し
て
い
く

町
長

昨
今
、
ナ
フ
サ
シ

ョ
ッ
ク
や
物
価
高

騰
で
建
築
資
材
が
上
が
り
、

家
を
建
て
る
こ
と
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
。
そ
う
な
る
と

清
水
町
の
建
設
事
業
者
の
経

営
も
厳
し
く
な
っ
て
く
る
。

地
元
の
建
設
事
業
者
を
守
る

た
め
に
も
、
新
築
や
リ
フ
ォ

ー
ム
の
補
助
金
を
さ
ら
に
増

額
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か

が
か
。

問

ナ
フ
サ
シ
ョ

ッ
ク
に
伴
う

原
材
料
費
の
上
昇
に
よ
り
、

新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
着
工
件

数
の
減
少
や
地
元
の
建
設
事

業
者
の
経
営
に
多
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
は
深
く
認
識
し
て
い
る
。

　

し
み
ず
マ
イ
ホ
ー
ム
奨
励

金
に
お
い
て
は
、
定
住
人
口

の
増
加
と
地
域
経
済
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
適
宜
見
直

し
や
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

現
行
の
奨
励
金
制
度
は
、
町

内
事
業
者
を
利
用
し
て
住
宅

を
建
設
す
る
場
合
、
子
育
て

世
代
に
対
し
て
は
最
高
額
と

な
る
１
０
０
万
円
、
一
般
世

帯
に
対
し
て
も
80
万
円
の
補

助
を
交
付
す
る
一
方
、
町
外

事
業
者
を
利
用
す
る
場
合
の

補
助
額
は
そ
れ
ぞ
れ
10
万

円
、８
万
円
に
留
め
る
な
ど
、

町
内
事
業
者
へ
の
発
注
を
促

町
長

し
、
地
元
事
業
者
の
受
注
機

会
の
確
保
に
繋
が
る
よ
う
設

計
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
中
古

住
宅
取
得
後
の
リ
フ
ォ
ー

ム
に
つ
い
て
も
補
助
対
象
と

し
、
よ
り
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
制
度
と
し
て
お

り
、
さ
ら
に
は
親
族
の
近
く

に
転
入
し
住
宅
を
取
得
す
る

場
合
に
は
、
近
居
開
始
世
帯

と
し
て
補
助
金
の
加
算
措
置

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
の
補
助
金
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
世
界
情
勢
や

国
内
の
経
済
状
況
、
町
内
の

住
宅
着
工
件
数
な
ど
の
動
向

を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

住
宅
系
補
助
金
を
増
額
す
る
考
え
は

只野 敏彦　議員

の
医
師
か
ら
も
話
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
病
院
経
営
状
況
は

苦
し
い
と
い
う
話
で
あ
っ

た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
次
の

点
に
つ
い
て
伺
う
。

（
１
）
赤
十
字
病
院
以
外
の

町
内
の
医
療
機
関
に
対
し
て

も
各
種
補
助
金
を
交
付
し
て

い
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
医
療
機
関
に
応
じ
た
補
助

金
を
出
す
考
え
は
な
い
か
。

（
２
）
医
師
や
看
護
師
の
教

育
、
研
修
派
遣
を
し
て
医
療

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
取

り
組
み
に
補
助
金
を
出
し
て

は
い
か
が
か
。

町内に建築中の新築住宅
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第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

関係機関と連携し、ライフステージに応じ
た切れ目のない支援体制づくりを進める

保
健
福
祉
課

や
子
育
て
支

援
課
、
学
校
、
関
係
機
関
が

連
携
し
、
相
談
内
容
に
応
じ

て
情
報
共
有
や
ケ
ー
ス
会
議

を
行
い
な
が
ら
支
援
し
て
い

る
。

　

相
談
に
つ
な
が
っ
て
い
な

い
人
に
つ
い
て
は
、
窓
口
相

談
の
ほ
か
、
民
生
委
員
や
地

域
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
把

握
し
、
必
要
に
応
じ
て
訪
問

や
支
援
に
つ
な
げ
て
い
る
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
で

は
統
括
支
援
員
を
配
置
し
、

各
窓
口
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談

情
報
を
集
約
し
て
継
続
的
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

町長

町
長

近
年
の
社
会
状
況
の

変
化
に
よ
り
、
生
き

づ
ら
さ
や
不
安
を
抱
え
る
人

へ
の
支
援
は
複
雑
化
・
多
様

化
し
て
い
る
。

　

第
６
期
清
水
町
総
合
計
画

の
障
が
い
福
祉
分
野
で
は
継

続
的
な
支
援
の
必
要
性
が
示

さ
れ
、
子
育
て
支
援
分
野
で

も
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充

実
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
期
ま

で
、
誰
も
が
必
要
な
と
き
に

相
談
で
き
、
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
ご
と
の
支
援
が
ど
の

よ
う
に
つ
な
が
り
継
続
さ
れ

て
い
る
の
か
。

　

乳
幼
児
期
か
ら
中
学
生
、

高
校
生
世
代
、
成
人
期
へ
と

支
援
が
継
続
し
て
い
る
状
況

や
、
相
談
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
人
の
把
握
方
法
に
つ
い

て
現
在
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う
に

進
め
て
い
く
の
か
。

　

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の

設
置
に
よ
る
相
談
体
制
の
変

化
や
統
括
支
援
員
の
役
割
に

問

山本議員の
一般質問全編

安心して暮らし続けるための
切れ目のない支援体制の考え方は

山本 奈央　議員

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。
特
に
高
校
進
学

後
や
卒
業
後
は
支
援
が
途
切

れ
や
す
い
時
期
と
考
え
る

が
、
相
談
窓
口
の
周
知
や
学

校
と
の
情
報
共
有
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
。

　

就
労
や
社
会
参
加
、
自
立

に
つ
な
が
る
伴
走
支
援
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

　

高
校
生
世
代
の
相
談
窓
口

は
子
育
て
支
援
課
と
し
て
い

る
が
、
高
校
進
学
後
の
情
報

共
有
や
支
援
の
把
握
は
課
題

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は

高
校
と
の
情
報
交
換
や
中
学

校
卒
業
時
の
相
談
窓
口
の
周

知
な
ど
を
検
討
し
、
支
援
が

必
要
な
人
を
早
期
に
把
握
で

き
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

　

成
人
後
は
保
健
福
祉
課
が

中
心
と
な
り
、
関
係
機
関
や

就
労
支
援
事
業
所
と
連
携
し

な
が
ら
就
労
や
自
立
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

な
ど
も
活
用
し
、
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
た
切
れ
目
の

な
い
支
援
体
制
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
。
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人
口
減
少
が
進
む

中
、
従
来
ど
お
り

個
別
施
設
を
建
て
替
え
て

維
持
す
る
の
は
非
効
率
で
あ

る
。
御
影
地
区
に
お
い
て
支

所
機
能
・
地
域
交
流
機
能
・

集
会
機
能
を
一
体
化
し
た
複

合
施
設
を
整
備
す
る
考
え
は

な
い
か
、
町
長
の
見
解
を
問

う
。 問

公共施設の将来構想と
　　　　施設集約の考えは

町民の意見を踏まえ、
公共施設の集約化・複合化を検討する町長

公
共
施
設
の

老
朽
化
が
進

み
、従
来
の
維
持
は
財
政
面
・

管
理
面
で
課
題
が
大
き
い
と

認
識
し
て
い
る
。そ
の
た
め
、

既
存
施
設
の
活
用
や
複
合
化

を
含
め
た
公
共
施
設
の
全
体

的
な
見
直
し
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

　

複
合
施
設
案
は
一
つ
の
考

え
方
と
し
て
受
け
止
め
て
い

る
が
、
住
民
利
便
性
、
防
災

機
能
、
財
政
負
担
、
既
存
施

設
の
活
用
可
能
性
な
ど
、
多

面
的
な
観
点
か
ら
慎
重
な
検

討
が
必
要
と
考
え
る
。

　

御
影
公
民
館
・
清
水
消
防

署
御
影
分
遣
所
は
築
50
年
以

上
で
あ
り
、
更
新
の
検
討
が

必
要
な
時
期
に
あ
る
た
め
、

町
民
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、
施
設
更
新
の
方
向
性
や

集
約
化
・
複
合
化
の
可
能
性

に
つ
い
て
町
民
の
意
見
を
踏

ま
え
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
。 町

長

鈴木議員の
一般質問全編

庁
内
連
携
を
強
化
し
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
と

情
報
発
信
を
推
進
す
る

町
長

人
口
減
少
が
進
む

中
、
現
状
維
持
で

は
守
れ
る
も
の
と
失
わ
れ
る

も
の
の
見
極
め
が
必
要
で
あ

り
、
制
度
・
組
織
・
慣
習
に

変
化
を
妨
げ
る
要
因
が
な
い

か
検
証
す
べ
き
と
考
え
る
。 

そ
こ
で
以
下
の
３
点
を
伺

う
。

（
１
）
人
口
減
少
対
策
に
お

い
て
、
制
度
・
慣
習
・
組
織

体
制
に
見
直
す
べ
き
課
題
は

あ
る
か
。

（
２
）
ふ
る
さ
と
納
税
・
移

住
定
住
・
二
地
域
居
住
・
地

域
Ｐ
Ｒ
を
連
動
さ
せ
る
た
め

の
庁
内
横
断
体
制
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
。

（
３
）
本
町
の
将
来
の
た
め

に
、
特
に
変
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
何

か
。 問

（
１
）
制
度
・

慣
習
・
組
織

体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て 　

社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
価
値

観
の
変
化
が
進
む
中
、
従
来

の
延
長
線
で
は
対
応
し
き
れ

な
い
局
面
が
増
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
無
意
識
の
思
い

込
み
や
固
定
観
念
を
見
直

し
、
新
技
術
導
入
や
ス
ピ
ー

ド
感
あ
る
取
り
組
み
を
進
め

る
意
識
改
革
が
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
。

（
２
）
人
口
減
少
対
策
は
複

数
分
野
が
密
接
に
関
連
す
る

た
め
、
部
署
横
断
の
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
必
要
に
応
じ
て
組
織

を
見
直
し
、
庁
内
全
体
で
一

体
的
に
取
り
組
め
る
体
制
づ

く
り
を
検
討
し
た
い
。

（
３
） 

町
に
は
自
然
や
農
産

物
な
ど
全
国
に
誇
れ
る
資
源

が
多
く
存
在
す
る
が
、
ま
だ

町
長

十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な

い
。
町
民
自
身
が
地
域
資
源

の
価
値
を
再
認
識
し
、
全
国

へ
発
信
し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド

を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
発

信
強
化
を
含
め
、
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
、
町
民
が
自
由
に
ア

イ
デ
ア
を
出
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
本
町
の
将
来
戦
略
は

鈴木 孝寿　議員 御影公民館
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第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

今
年
度
は
庁
内
の
業

務
の
進
め
方
や
情
報

共
有
の
在
り
方
を
具
体
的
に

転
換
し
て
い
く
年
度
と
し
て

い
る
が
、
以
下
の
点
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

（
１
）
国
は
自
治
体
基
幹
業

務
の
20
業
務
を
対
象
に
「
国

が
策
定
し
た
標
準
準
拠
シ
ス

テ
ム
に
移
行
す
る
こ
と
を
義

務
付
け
た
」
と
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
業
務
は
、
ど
の
部

署
で
担
当
し
て
い
る
の
か
。

（
２
）
こ
れ
ら
の
20
業
務
に

は
町
民
の
ど
の
よ
う
な
個
人

情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

（
３
）
こ
れ
ら
の
20
業
務
は
、

今
年
４
月
以
降
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
が
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
が
、
予
定
ど
お
り

進
ん
で
い
る
か
。

（
４
）
３
月
の
予
算
委
員
会

で
の
質
疑
で
、「
業
務
委
託

の
中
で
個
人
情
報
を
漏
ら
し

て
は
い
け
な
い
こ
と
を
義
務

と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。」

と
答
弁
が
あ
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
、
個
人
情
報
の
流
出
の

心
配
は
な
い
か
。
町
民
の
個

問

行政のデジタル化の開始に伴い、
町民の個人情報は守れるのか

システムの標準化を進めるとともに、個
人情報保護と情報セキュリティの強化に
取り組む

（
１
）
自
治

体
業
務
に
お

け
る
標
準
化
の
対
象
業
務
は

18
項
目
で
あ
り
、
選
挙
管
理

委
員
会
で
選
挙
人
名
簿
管

理
、
税
務
課
で
固
定
資
産

税
、
個
人
住
民
税
、
法
人
住

民
税
、
軽
自
動
車
税
、
町
民

生
活
課
で
住
民
基
本
台
帳
、

戸
籍
、
戸
籍
附
票
、
印
鑑
証

明
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康

保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
、
保
健
福
祉
課
で
健
康
管

理
、
障
が
い
者
福
祉
、
介
護

保
険
、
子
育
て
支
援
課
で
児

童
手
当
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
、
学
校
教
育
課
で
就
学

を
担
当
し
て
い
る
。

（
２
）
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
の
ほ
か
各
業
務

で
必
要
と
な
る
情
報
が
含
ま

れ
る
。

（
３
）
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
戸

町長

町
長

中河議員の
一般質問全編

中河 つる子　議員

人
情
報
を
守
る
た
め
に
委
託

だ
け
で
は
な
く
、
業
務
に
精

通
し
た
町
職
員
も
専
門
人
材

と
し
て
採
用
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

籍
附
票
の
一
部
機
能
を
除

き
、
令
和
７
年
度
に
お
い
て

シ
ス
テ
ム
移
行
が
完
了
し
て

い
る
。
戸
籍
附
票
の
一
部
機

能
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い

て
10
年
度
末
ま
で
の
経
過
措

置
が
設
け
ら
れ
て
い
る
が
、

本
町
に
お
い
て
は
令
和
８
年

度
中
に
完
了
予
定
で
あ
る
。

（
４
）
３
月
の
予
算
委
員
会

で
も
担
当
課
長
よ
り
、「
民

間
専
用
人
材
の
派
遣
受
け
入

れ
に
限
ら
ず
、
各
種
業
務
を

委
託
す
る
中
で
シ
ス
テ
ム
会

社
と
の
契
約
で
は
個
人
情
報

を
漏
ら
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
を
義
務
と
し
て
い
る
」
と

答
弁
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
個
人
情
報
流

出
対
策
と
し
て
秘
密
保
持
の

徹
底
や
複
写
、複
製
の
禁
止
、

ア
ク
セ
ス
ロ
グ
の
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
る
。

　

職
員
研
修
の
受
講
や
本
年

度
か
ら
民
間
派
遣
を
受
け
る

地
域
活
性
化
起
業
人
を
講
師

と
し
た
職
員
向
け
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
研
修
に
よ
る
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
、
シ
ス
テ
ム
の
管
理
・

運
用
に
関
わ
る
外
部
評
価
制

度
を
導
入
す
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
専
門
人

材
を
町
職
員
と
し
て
採
用
す

る
考
え
は
な
い
。

業務委託においても
守秘義務は課せられている
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第４回定例会
町政を問う！ 一般質問

合同墓アンケート調査の
今後のスケジュールを問う

町長

　

合
同
墓
に
関

わ
る
ニ
ー
ズ

調
査
に
つ
い
て
は
、
保
健
福

祉
課
の
終
活
支
援
事
業
で
実

施
す
る
「
終
活
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
調
査
」
に
含
め
て
実
施

し
、
対
象
者
は
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
中
か
ら
無
作
為
抽

出
し
た
１
０
０
０
人
と
し
て

お
り
、
７
月
中
旬
に
郵
送
し

８
月
末
ま
で
に
回
答
を
得
る

よ
う
準
備
し
て
い
る
。
ま
ず

は
町
民
の
「
終
活
に
対
す
る

不
安
や
ニ
ー
ズ
」
を
適
切
に

把
握
し
、
そ
の
結
果
を
見
て

今
後
の
判
断
を
し
て
い
く
。

お
墓
の
維
持
に
悩

む
高
齢
者
等
の
不

安
解
消
は
、
定
住
促
進
や
安

心
し
て
最
期
ま
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
直
結
す
る
。

今
年
度
実
施
予
定
の
合
同
墓

ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
実

施
時
期
、
対
象
者
、
方
法
、

結
果
の
活
用
方
針
や
、
整
備

に
向
け
た
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
問
う
。

問

町
長

本
町
は
定
年
を
段

階
的
に
65
歳
に
引

き
上
げ
中
だ
が
、「
暫
定
再

任
用
制
度
」
は
運
用
さ
れ
て

い
な
い
。
職
員
補
充
が
課
題

と
な
る
中
、
課
題
や
今
後
の

方
針
、
65
歳
以
降
の
再
雇
用

に
対
す
る
考
え
を
問
う
。

問

定
年
延
長
は

人
材
確
保
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
一
方
、

組
織
の
新
陳
代
謝
が
課
題
で

あ
る
。

　

暫
定
再
任
用
は
運
用
し
て

い
な
い
が
、
定
年
到
達
後
の

年
金
制
度
等
を
考
慮
し
会
計

町
職
員
の
定
年
退
職
者
の
再
任
用
及
び
65
歳
以
降
の

再
雇
用
の
考
え
を
問
う

令
和
10
年
供
用
開

始
予
定
の
新
く
り

り
ん
セ
ン
タ
ー
は
、
総
事
業

費
約
５
３
５
億
円
と
い
う
本

町
の
将
来
の
財
政
を
左
右
す

る
巨
大
事
業
で
あ
る
。
供
用

開
始
ま
で
２
年
を
切
る
中
、

資
材
高
騰
等
に
よ
る
総
事
業

費
増
額
や
事
業
計
画
変
更
に

問

新
く
り
り
ん

セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
資
材
高
騰
等
に

よ
る
増
額
補
正
分
や
、
変
更

後
の
分
担
金
を
予
算
計
上
し

町
長

受
注
者
等
と
の
協
議
に
よ
り
、
変
動
す
る
可
能
性
は
高
い

町
長

て
い
る
。
賃
金
等
の
高
騰
が

続
い
て
お
り
、
今
後
も
増
額

す
る
可
能
性
は
高
い
が
、
現

時
点
で
組
合
か
ら
の
通
知
は

な
い
。
工
事
進
捗
率
は
令
和

８
年
４
月
末
で
13
・
７
％
。

今
後
の
見
通
し
は
、
受
注
者

等
と
の
協
議
に
よ
り
変
動
す

る
と
考
え
る
。

川上議員の
一般質問全編

特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
65
歳
以
降
の
再
雇
用
は
行
わ
な
い

町
長

町
長

川上 　均　議員

新
く
り
り
ん
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
に
お
け
る
負
担
金
の

見
通
し
を
問
う

年
度
任
用
職
員
と
し
て
の
任

用
を
進
め
た
い
。

　

65
歳
以
降
の
雇
用
は
、
特

別
な
事
情
が
あ
る
場
合
を
除

き
、再
雇
用
の
考
え
は
な
い
。

関
す
る
協
議
の
現
状
、
工
事

進
捗
率
、
今
後
の
負
担
金
の

見
通
し
を
問
う
。

帯広の納骨塚

65歳以上の無作為抽出者1,000名に
７月中旬に郵送予定
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令和8年5月12日

　本町の豊富な特産品の活用やふるさと納税との関わり、現状と課題を調査し、産業・経済の発展につなげるこ

とを目的に実施した。

清水町の特産品販売に係る現状と課題について総 務 産 業
常 任 委 員 会

委 員 会 レ ポ ー ト

【商工観光課】
　商工観光課では、首都圏を中心とした物産展への出店やアンテ

ナショップの設置状況、関係人口の創出、町内事業者への支援体

制について調査した。特産品の販路拡大や認知度向上に継続して

取り組んでいる一方、購入者の具体的な反応を十分に収集できて

いないことが課題として挙げられた。今後は実食販売やアンケー

トなどを通じて意見収集を徹底し、生産者や事業者と共有するこ

とで、産品開発や改良につなげる連携強化が必要である。また、

都市圏での販売やＰＲに加え、関西方面への販路拡大も視野に入れているとのことである。地域資源の活用と事

業者への多面的支援では、清水公園の活用策として、キッチンカー出店の検討や事業者への補助制度の整備、町

民への特産品ＰＲ方法の再検討、高校との連携による販売機会の創出などが今後の課題として挙げられた。

【まとめ】
委員からは関係各課および外部組織の連携体制の構築と法改正に左右されない持続可能な特産品・ふるさと納

税戦略の確立を求める声が出された。商工観光課が進める都市圏での販路拡大施策と企画課が所管するふるさと

納税業務が、これまで以上に深く連携する必要性ある。今後は、行政のみならず事業者や町民が一丸となって特

産品の価値を再認識し、高付加価値化を進めるための施策など、町全体での取り組みを行政が先頭に立って進め

ることを強く求めるものである。

川上委員長 橋本副委員長 桜井委員 佐藤委員 西山委員山本委員

\ 総
務

産業常任委員会 /

商工観光課、企画課

【企画課】
企画課では、ふるさと納税の寄附状況や返礼品のトレンド、今後の

獲得戦略、法制度改正への対応について調査した。令和７年度の寄附額

は３億9,535万円であったが、全国的な日用品や肉類・海産物への寄附

集中、自治体間競争、ポータルサイトのポイント還元廃止などを受け、

厳しい環境にある。今後は、きめ細やかな配送体制や定期便の強化、返

礼品のバリエーション拡充、事業者間コラボレーション推進など、寄附

者ニーズを捉えた政策展開が求められる。近年は、嗜好品の需要が減少

傾向にある一方、日用品として分類される砂糖関連商品や農産物の需要

商工観光課から説明を受ける

が高く人気を集めている。また、企業版ふるさと納税のＰＲ強化や、目的を明確にしたクラウドファンディング

の活用も検討するとのことである。今後は寄附金の活用成果を丁寧に発信するとともに、「十勝ブランド」を活

かした広域的なＰＲや、商工会・観光協会との緊密な連携が重要である。

企画課から説明を受ける
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委 員 会 レ ポ ー ト

厚 生 文 教
常 任 委 員 会

急速な少子化が進む本町の中学校部活動の状況を把握し、部活動の地域展開に向けた検討状況や、生徒の活

動機会の確保及び保護者や教員の負担軽減に向けた方向性を整理し、町政への実効性ある提言に繋げることを

目的に実施した。

【社会教育課】
　令和７年度は４団体で地域クラブへの移行実証事業を実施し、指

導者への報償費助成を行っている。少子化の影響により、アイスホ

ッケー部は令和８年度から地域クラブへ完全移行したほか、西部十

勝３町の連携として野球部が合同部活動方式、バスケットボール部

が拠点校方式で活動している。町では、受け皿団体への支援や、生

徒の移動手段として送迎バス事業（体育協会へ委託）を実施するな

ど環境整備を進めている。一方、国が示す「令和13年度までの休日

地域展開の完了」向けては、指導者不足や平日と休日で異なる指導体制、将来的な保護者負担の増加など、多

くの構造的課題を抱えている現状が示された。

【まとめ】
本町の教育・スポーツ環境の崩壊を防ぎ、子どもたちの活動機会を未来へ繋ぐため、次の４点の施策展開を強

く提言する。１. 十勝西部３町における連携の仕組みづくり　２. 現場に明確な指針を示す地域展開ロードマップ

の策定　３.「未加入実態の分析」を踏まえたニーズ等の把握と「地域展開後の保護者負担軽減」方策の検討。　

４. 教育委員会内の連携強化と地域一丸となった環境整備として地域全体で子どもたちを支える持続可能な受け

皿体制を整備することを強く提言する。

田村委員長 只野副委員長 鈴木委員 中島委員 深沼委員中河委員

令和8年5月19日

部活動のあり方と連携について
社会教育課、清水中学校

清水中学校にて説明を受ける

社会教育課から説明を受ける

【清水中学校】
　清水中学校では、校長、教頭及びＰＴＡ会長と意見交換を行い、学校現場の実態を調査した。教員不足や長

時間勤務が深刻化する中、部活動は教員の善意と熱意に支えられ、現行体制は限界を迎えているとの認識が示

された。地域展開には人材と財源の確保が課題であり、広域連携や町全体での支援体制の構築が必要である。

保護者からはクラブチーム化に伴う費用負担の増加への懸念や、部活動は初心者でも気軽に挑戦でき、人間形

成につながる重要な受け皿であり、学校教育の一環として今後も公的な枠組みの継続を求める意見が示された。

【委員間協議】
　委員会では、少子化を踏まえ、部活動の維持には十勝西部３町に

よる広域連携が不可欠であり、教育委員会や行政が主導して連携体

制を構築すべきと確認した。また、送迎バス事業は保護者負担軽減

に寄与している一方、冬期間の運行には課題が残ることが示された。

今後は町独自の地域展開ロードマップを早期に策定し、関係部署が

連携しながら、保護者負担の軽減と生徒の活動機会の確保を両立す

る体制づくりが必要である。

\厚
生

文教常任委員会 /
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自治功労者表彰を
受賞（6/9）

佐藤幸一議員、西山輝和議員
が北海道町村議会議長会の自
治功労者表彰を受賞され、第
４回定例会の２日目に表彰状
の伝達が行われました。佐藤
議員は、町村議会議員として
15年以上在職・功労のあっ
たことによるものです。西山

議会議会 TOPICSTOPICS
トピックストピックス

議員は、25年以上在職・功労のあったことによるもの
です。

（５月12日～８月14日）

５
月

12日　総務産業常任委員会

12日　青森県十和田市議会視察来庁

19日　厚生文教常任委員会

22日・28日　議会運営委員会

22日　全員協議会

28日　第３回町議会臨時会

28日　町名を十勝清水町に変更することに
関する住民投票条例審査特別委員会

６
月

1日・4日　議会運営委員会

1日・17日　全員協議会

2日　町名を十勝清水町に変更することに関
する住民投票条例審査特別委員会

8日　清水高校生との意見交換会

9日　北海道町村議会議長会定期総会
　　　　　　　　　　　　　（札幌市）
11日・16日・17日・19日
 　第４回町議会定例会

11日・16日　総務産業常任委員会

11日・16日　厚生文教常任委員会

19日　広報広聴常任委員会

30日　大阪府岬町議会視察来庁

７
月

2日　北海道町村議会議員研修会　（札幌市）

3日・22日・30日　広報広聴常任委員会

7日　全員協議会

15日　釧路町議会視察来庁

22日　議会運営委員会

24日　西部十勝４町議会正副議長会議
　　　　　　　　　　　　　　（鹿追町）

29日　議会モニター会議

８
月 12日　総務産業常任委員会

議 会 の う ご き

◇総務産業常任委員会
・農作物の生育状況について
・酪農ヘルパーの現状と今後について
・その他所管に関する事項について
◇厚生文教常任委員会
・介護福祉事業所における現状と課題について
・その他所管に関する事項について
◇広報広聴常任委員会
・議会広報紙の編集及び発行について
・その他議会の広報及び広聴に関する事項について
◇議会運営委員会
・議会活性化について
・議会の運営とその諸規定について
・議長の諮問に関する事項について

閉 会 中 の 委 員 会 活 動
大阪府岬町議会
視察来庁（6/30）

大阪府岬町議会の議員４名が来庁し、
地域活性化起業人制度の活用につい
て、認定こども園へ移行と取り組みについて、学校部活
動の地域移行の方向性について視察されました。

北海道町村議会
議員研修会（7/2）
「議員研修会」が札幌コン

ベンションセンターで開催
され、全道の町村議会議員
が集まりました。
　研修会では、関東学院大学法学部地域創生学科教授の
牧瀬稔氏から「地方議員への12の政策アイデアから人
口維持を目指す実践事例」と題した講演、ジャーナリス
トの須田慎一郎氏から「どうなる政治・経済～日本再生
のために何が必要か～」と題した講演がありました。

釧路町議会
視察来庁（7/15）

釧路町議会の総務厚生常任委員会
が来庁し、地域おこし協力隊の取
り組みについて視察されました。

青森県十和田市議会
視察来庁（5/12）

青森県十和田市議会の黎明信和会が
来庁し、渋沢栄一翁を核としたシテ
ィプロモーションについて、開拓の歴史を生かした次世
代育成について、農業政策について視察されました。

テーマ①　まちづくりのアイデアを聞かせてください
テーマ②　議会に期待すること
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\ 高
校生 / \ 議員

/ 各 団 体 と の 意 見 交 換 会

今年度から、より開かれた議会の実現に向けて各団体との意見交換会及び出前講座を実施することとなりました。こ
の取り組みは、議会が町民と意見を交換することにより町民の意思を議会活動に活かすこと、町民の議会及び議員に対
する理解や関心を深め、開かれた議会の実現に寄与することを目的としています。
　第１回目は６月８日に清水高校生との意見交換会を行いました。はじめに高校生から回答者を指名し質問があり、そ
の後座談会を行いました。

～ 開 か れ た 議 会 の 実 現 に 向 け て ～

・議員から面白い話や、町への想いなどたくさん聞くことができて良い経験になった。
・議員にはこわいイメージを持っていたが、近くで話すと良い人で、私たちと同じ普通の人という感じがして、
　あまり緊張せず話をすることや意見を伝える事ができた。
・座談会は、パネルディスカッションよりも話がしやすかった。
・自分たちの声を議会に届けることができて良かった。
・このような機会があればまた参加したい。また議員と話せる機会が欲しいと思った。
・座談会では、清水町の強みや現状の課題を知ることができた。ネットで調べて分からない情報を知ることがで
　きた。
・政治に興味がなかったが、興味を持つ機会となった。

清水高校生の感想

御影地区　≫≫ 10/15木　　 19:00~20:30　御影公民館　大集会室

清水地区　≫≫ 10/16金　　 19:00~20:30 清水町文化センター　大集会室

申し込み不要で、どちらの会場でも参加可能ですので、お気
軽にお越しください。開催日が近づきましたら、新聞チラシ
折込み等でご案内します。

み な さ ま の 声声 を お 聴 か せ く だ さ い

議会報告会と

町民との意見交換会
を10月に開催します

対象はおおむね５名以上で構成された団体、グループとしています。詳細は議会事務局
　（☏0156-62-3317）までお問い合わせください。

出 前 講 座出 前 講 座 と 各 団 体 と の 意 見 交 換 会各 団 体 と の 意 見 交 換 会 の 開 催 を 募 集募 集 し て い ま す

テーマ①　まちづくりのアイデアを聞かせてください
テーマ②　議会に期待すること
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梶野　健人　さん  

清 水 町 民 に
イ ン タ ビ ュ ー

みんながお友達になれる町がいいみんながお友達になれる町がいい

今
回
は
、
町
内
の
空
き
店

舗
を
自
ら
改
修
し
、「
宿や
ど
か
り借

商
店
」

（
本
通
２
）
と
し
て
新
た
な
拠

点
づ
く
り
に
取
り
組
む
梶
野

健
人
さ
ん
（
写
真
左
）
と
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
谷
川

海
さ
ん
（
写
真
右
）
を
訪
ね
、

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。（
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
は
梶
野
さ
ん
）

︱
自
己
紹
介

千
葉
県
浦
安
市
出
身
で
す
。

高
校
2
年
生
か
ら
北
海
道
で

暮
ら
し
、
大
学
卒
業
後
は
建

設
会
社
で
現
場
監
督
と
し
て

働
い
て
い
ま
し
た
。
北
海
道

で
暮
ら
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
、
仕
事
を
辞
め
て
２

０
２
３
年
に
清
水
町
へ
移
住

し
ま
し
た
。

｜
清
水
町
を
選
ん
だ
理
由

は
山
登
り
や
ス
キ
ー
、
ス
ノ

ー
ボ
ー
ド
が
好
き
な
の
で
、

自
然
の
近
く
で
暮
ら
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
清
水

町
は
山
が
近
く
、
雪
も
多
く

な
く
住
み
や
す
い
町
で
す
。

特
に
上
清
水
方
面
か
ら
見
え

る
山
並
み
が
好
き
で
す
。

｜
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

こ
と
は

空
き
店
舗
を
リ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
普
段
は

カ
フ
ェ
と
し
て
営
業
し
、
お

店
を
始
め
た
い
人
が
試
せ
る

場
所
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
空
き
家
や
空
き
店
舗

を
活
用
し
、
お
店
を
始
め
る

人
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

｜
将
来
ど
ん
な
町
に
な
っ

て
ほ
し
い
か

み
ん
な
が
お
友
達
に
な
れ

る
町
が
い
い
で
す
ね
。
い
つ

も
の
グ
ル
ー
プ
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
う
と
、
初
め
て
来
た

人
は
入
り
づ
ら
い
と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
も
、
お

久
し
ぶ
り
の
人
も
、
初
め
ま

し
て
の
人
も
楽
し
め
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

｜
町
民
の
皆
さ
ん
へ
一
言

現
在
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
ま
す
。
見
学
も
で

き
ま
す
し
、
作
業
を
手
伝
っ

て
く
れ
る
人
も
大
歓
迎
で
す
。

（
聞
き
手　

広
報
広
聴
常
任

委
員
会　

山
本　

奈
央
）

9月3日木
             10：00開会

令和８年９月定例会は、９月３日に開会を予定
しています。

詳細は、９月上旬に発行する新聞チラシ折込を
ご覧ください。

次 回 の 定 例 会

今号の表紙は、今年総合学科創設30周年を迎えた清水高校の活気あふれる学校祭の写真を使わせていただきま
した。節目の年を迎えた清水高校の魅力や総合学科の特色について、校長先生にお話を伺いました。

かじの けんと

北 海 道 の 総 合 学 科 ト ッ プ ラ ン ナ ー「 清 水 高 校北 海 道 の 総 合 学 科 ト ッ プ ラ ン ナ ー「 清 水 高 校 」」

　いつも応援ありがとうございます。７月３日、４日に学校祭を無事に開催することができました。特に今年は
フィナーレを飾る花火が予算不足のため、できないかもしれない状況に置かれていました。しかし、あきらめず
にクラウドファンディング等で寄附を呼びかけたところ想像以上の寄附をいただき、花火をすることができ、青
春の思い出の良き１ページとすることができました。地域の方々や同窓生の方々など、心から深
謝申し上げます。
　さて、清水高校は全道で最初の総合学科であり、今年で30年目の節目を迎えます。清水高校は、
全道で19校の総合学科の学校から、未だに系列や取り組みについて聞かれる存在です。今後も「社
会創造系列」「自然科学系列」「産業技術系列」「食品ビジネス系列」の魅力的な４系列を備え、
工夫を凝らし、北海道総合学科のトップランナーとして、職員一丸となって努力していきます。
カリキュラムでは、多彩な選択科目を用意し、少人数での授業に加え、プレゼンや発表等をする
機会も多いのが特徴です。そのため、生徒は「協調性や積極性、社交性」など、社会で必要な
スキルを身に付け、３年で見違えるような成長を遂げて卒業していきます。今後もどうぞよろ
しくお願いします。

６月議会を徹底解説！

６月議会を徹底解説！

住民投票条例否決　特別委員会

住民投票条例否決　特別委員会質疑応答質疑応答５月臨時会・６月定例会の概要

５月臨時会・６月定例会の概要P8～13P8～13
町政を問う！５人が一般質問

町政を問う！５人が一般質問
委員会レポート
委員会レポート

閉会中の委員会活動　議会のうごき

閉会中の委員会活動　議会のうごき清水高校生との意見交換会

清水高校生との意見交換会P18P18
町民インタビュー・９月定例会のご案内

町民インタビュー・９月定例会のご案内

　町名変更に係る住民投票条例を否決

　町名変更に係る住民投票条例を否決P2～5P2～5

ika iG ika i

議会だより
清水町議会だよりThe

P14～15P14～15

P16P16

������

3月3月

２０２６年８月発行６月定例会号

3月3月9月9月6月6月
12月12月

P6～7P6～7

P17P17

今 号 の
表 　 紙

（話し手：北海道清水高等学校校長　富永　学　　　聞き手：表紙担当　広報広聴常任委員会　中島里司）


